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呼吸 器感 染症 に対 す るCefodizime (THR-221)の 臨床的 検討
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新 しい注射用セ フェム系抗生物質Cefodizime (THR-221)を 呼吸 器感染症11例 に投与 し,そ の酪床効

果お よび副作用 を検討 した。

対象疾患 の内訳 は急性肺炎8例,下 気道感染症3例 で,基 礎疾患 は急性肺炎で は肺気腫症2例,気

管支瑞息1例,糖 尿病お よび捕風1例,下 気道感染症ではび まん性汎細気管支炎2例,気 管支拡張症

1例 であ った。

臨床効果 は著効1例,有 効8例,無 効2例 で有効率 は81.8%で あ り,疾 患群別 有効 率 は急性肺 炎

75%,下 気道感染症100%と 共 に良好な成績 であった。細菌学的にはそれぞれ1株 ずつ分離 されたSt.

reptococcus pneumoniae, Staphylococcus aureus お よび Haemophilus influenzae は消 失 したが, Pseudomon-

as aeruginosa は除菌 されなか った。

副作用 として,1例 で発熱 と白血球減少が認め られたが,投 与中止後改善 した。

以上 より,本 剤 は呼吸器感染症 に対 して有用な抗 生物 質であ ると考え られる。

ヘキス ト社 とルセル社で合成,開 発 された新 しい第三

世代セフ ェム系抗 生物 質cefodizme (THR-221)は,好 気

性 および嫌気性 グラム陽性球菌,グ ラム陰性桿 菌に幅広

い抗 菌スペ ク トラムを有するとされてい るが,我 々は本

剤 を肺炎 や下気道感染症な どの呼吸器感染症に投与 し,

その臨床効果お よび副作用 を検討 したので報告 する。

I.対 象 患 者

対 象は1986年5月 より11月 まで に当科で入院治療 を受

けた呼吸器感染症11例 で,男 性7例,女 性4例,年 齢 は

39～78歳,平 均60.4歳 である。疾患の内訳は急性肺炎8

例,下 気道感染症3例 であ り,そ れらの基礎疾患 は急性

肺炎例 では肺気腫症2例,気 管支喘息1例,糖 尿病 と痛

風の合併例1例,基 礎疾患 な し4例,ま た下気道感染症

例 ではびまん性汎細気管支炎2例,気 管支拡張症1例 で

あ った。

起炎菌 につい ては,肺 炎で S. pneumoniae が1例 で分

離 されたが,他 の7症 例では不明であった。下気道感染

症で は1例 で H. influenzae, 1例 で S. aureus お よびP.

aetugtinosa が喀疲 よ り検出 されたが,残 り1例 の起炎 菌

は 不 明 で あ っ た(Table1)。

II.研 究 方 法

Cefodizimeの 投 与 は全 て の例 で 点 滴 静 注 と し,1回1

g,1日2回 投与 した。投与 日数 は10～23日,平 均14.1

日,総 投与量 は20～46g,平 均28.2gで あった。原則 と

して,本 剤投与中は他 の抗生物 質は投与 しなかった。

治療効果判定は臨床症状,炎 症の程度 を反映する検査

成績(白 血球,赤 沈,CRPな ど),起 炎菌の消長,胸 部

X線 所 見な どを総合 して行 い,著 効,有 効,や や有効,

無効 の4段 階 に分 け判定 した。急性肺 炎では胸部X練

陰影の消失ない し改普 を.下 気道感染症では1日 喀痰量

の減少,喀 痰 中細菌 の消失 ない し減少 を特 に重視 した。

III.成 績

対象患 者全11例 に対す る本剤の臨床効果 は著効1例,

有効8例,無 効2例 で あ り,有 効率は81.8%で あった。

また疾患 別の有効率 は急性肺炎では75%,下 気道感染症

で100%で あった(Table 1)。

細菌学的にはそれぞれ1株 ずつ分離されたS. pneumo-

niae, S. aureus お よ び F. influenza は 消 失 した が,P.

aerngrnosa は除菌 され なかった。 したがって全臨床分離

株 に対 する有効率 は75%で あ った(Table 1)。

副作用 として,症 例3で 投与12日 目から38.6℃ に及ぶ

発熱 と白血球減少(8,700→2,500)が 認められたが,投 与

中止後速 やかに改善 した。その他の症例で は副作用ない

し臨床検査値異常 は認め られ なかった(Table2)。
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IV.考 察

Cefodizime (THR-221)は グラム陽性球 菌お よび陰性桿

菌に対 して幅広い抗菌スペ ク トラムを有する新 しいセフ

ェム系抗生物質であ り,ま た本剤にはdisulfiram様 作用

や,血 液凝固系へ影響がみ られ ない ことが特徴 とされて

いる准)。

今回の我々の臨床検討 では,急 性肺炎 を主体 とす る呼

吸器感染症に対 し。有効率81,8%と 優れた成績 を示 した。

このうち特に慢性の下気道感染症 に対 しては,症 例 は少

ないものの有効率100%と 極 めて良好 な成績 が得 られ た。

慢性下気道感染症の治療 は一般的に容易 ではな く,特

にぴまん性汎細気管支炎に随伴す る気道一 中間領域感染

症は難治で2),初 期には H. influensae に より,次 いで疾

患の進行 と共に P. aeruginosa に菌交代 し3き,ます ます難

治化 していくが,今 回対象 と した びまん性 汎細気管支炎

2症 例は未だ P. aexginosa に菌交 代 してお らず,起 炎

菌は主に H. inftuenzae と推測 され るため,本 剤が有効で

あった もの と考 え られ る。 ただ し P. aerxgsnosa が起炎

菌の一つであった症例9の 気管支拡張症例は,本 剤投与

後P. aenuginosa は不変で あ った ものの有 効 と判定 され

たが,こ れは同時 に検出 された S. aureus による下気道

感染症に対 して効果 が発揮 されたため と考え られる。P.

aeneginosa による持続感染を有したびまん性汎細気管支

炎で も同様 に,急 性増悪 時 には P. aeruginosa 以外の起

炎菌 として H. inftuenzae や S. pneumoniae も検 出 され,

いわゆる複数菌感染 の病像 を呈す る例が少 な くな く41,

この様 な急性 増悪 の病態 にはCefodizimeの 効 果が期待

される。

本剤は また,副 作 用が比較的少 ない ことも特徴の一つ

とされているが1),今 回の検討で は1例 で発熱 と白血球

減少 が認 め られ た。 この異常 反応 がCefodizimeに 起 因

す るとい う明 らかな証拠 はないが,臨 床経過 と投与中止

後の改善か ら本剤 による副作用並びに検査値異常である

ことが疑われた。 ただ し投与中止後速 やかに軽快 してお

り,貢 駕な副作用 とは考 えられなかった。

以 上 の 成 績 か ら,Cefodizme (THR-221)は P. aerugino-

sa 以外の主要起炎菌による呼吸器感染症に対して有用

な注射用抗生物質であ ると考え られる。
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We studied the clinical efficacy of cefodizime(THR-221), a new third-generation cephem, in eleven patients with bacte.

rial respiratory infection. Cefodizime was administered i.v. to all cases. The results obtained were as follows:

1. Cefodizime was effective in 9 of the total 11 cases(efficacy rate: 81.8 %), It was effective in 6 of 8 cases of acute

pneumonia(efficacy rate: 75 %), and in all 3 cases of lower respiratory tract infection(efficacy rate: 100%).
2. Streptococcus pneumoniae, Staphylococcus aureus and Haemophilus influenzae, each of which was isolated from the spu-

tum of one patient, were eradicated after the treatment with cefodizime, but Pseudomosas aerugtnosa isolated from one

case persisted.

3. As a side- effect, pyrexia and moderate leukopenia were observed in one patient, both of which disappeared im-

mediately after cessation of the treatment.

Based on our findings, we consider cefodizime an effective antibiotic for the treatment of respiratory infection.


